
１０　農林水産業

タイトル 意見等

徳島県知事　殿
私は、漁業権対象種や特定水産動植物の無断採捕を容認するものではありません。密漁の防止、水産資源の保護、漁
業者の安全確保は当然必要であり、そのための取締りも重要であると考えています。
一方で、第一種共同漁業権区域内において、一般魚を対象とした遊漁の範囲での魚突きまで一律に禁止されている現
状には疑問を感じています。徳島県沿岸では共同漁業権区域が広く設定されており、この規制は魚突きを事実上困難
にするものとなっています。
漁業法第120条は、水産資源の保護や漁業調整のために必要な場合に制限を設けることを認めています。しかしその目
的のためには、規制も必要かつ合理的な範囲であるべきではないでしょうか。漁業権対象種の採捕禁止と、一般魚を
対象とする魚突きの全面的な禁止は、本来別の問題として検討されるべきだと考えます。
魚突きは大量捕獲を目的とするものではなく、海に入り、魚の生態や自然環境を自ら観察し、海の豊かさや命の大切
さを学ぶことができる海洋レクリエーションです。私自身がそうであったように、子どもたちにも海で遊び、自然と
触れ合い、資源を守る大切さを学ぶ機会を残してほしいと願っています。禁止だけでなく、ルールを守りながら安全
に利用できる環境づくりも重要ではないでしょうか。
つきましては、次の事項について検証・公表をお願いいたします。
現行規制の必要性を裏付ける事故、操業妨害、資源影響等の根拠資料
一般魚を対象とする魚突きまで禁止する合理的理由
区域・時期・魚種・数量等を限定した代替措置の検討状況
遊漁者や海洋レクリエーション利用者からの意見聴取の有無
規制導入後の効果検証及び見直し基準
漁業者と遊漁者が対立するのではなく、双方が海を尊重しながら共存できる制度となるよう、現行指示の再検討を強
く要望いたします。以上

第一種共同漁業権区
域内における魚突き
規制の検証と見直し
を求める意見書
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